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1 はじめに
ソフトウェアの機能量を定E量的に測定するファンクショ

ンポイント (FP)法が一般的に普及し，ソフトウェアの開
発コストの免綴り，評価が行われている.しかし， FPの
襟準測定法では，計測における一般的なルールが述べられ
ているにすぎず，測定者によって誤差が出ることが指摘さ
れている [1].本論文では，設計仕様書事に対する計測ルール
を詳細化し，その手順に基づき FPを求めるツールを試作
することにより問題点の解決を検討する.

対象は，オブジェクト指向開発において，要求仕様泰か
ら設計仕様警への詳細化を行う際に標準として用いられて
いる表記法である UnifiedModeling Language(UML)[3]で
記述された設計仕様惑である.

2 FP5:去
FP法とは，基本設計にもとづき，ユーザに提供される

機能を定食化し，ソフトウェアを測定する手法であり， Al-
brechtによって 1979年に提案された.その後様々な改良
手法が提案されている.
FP法を用いることで，開発で用いられる技術に関係な

く，ソフトウェア開発と機能改良について測定できる.
本研究では， FP標準化の中心的組織である IFPUGが

定めている IFPUG法 [2];を用いて FPの計測を行う.

3 UML 
UMLは，オブジェクト指向開発のためのそデリング言

語である.1994年に，代表的なオブジェクト指向開発技法
である Booch法を提案した GradyBoochとOMT法を提
案した JimRumbaughがそれらの手法の統合を開始した
のが始まりであり， 1997年9月に現夜の UMLl.lが発表
された. UMLでは9種類の図が成果物として生成される.
本研究では UMLを用いたオブジェクト指向分析，

設言十ツー/レとして標準的に用いられている Rational
Rose(Rational社)というツールで作成された設計仕様惑
に対して FPの計測を行う.

4 FP計測方針
UMLのうち， FP計調)j(特にデータファンクションとト

ランザクションファンクションの計測)に有用と思われる
図は，シーケンスs]，コラボレーション図，クラス函，ス
テートチャート図の 4稔類である.なお，これらの図はそ
れぞれ複数作成されるものである.

4.1 データファンクション計測方針
データファンク、ン3ンについては，アクタ以外のオブジェ

クトのうち，属性を持ち，かつ他オブジェクトとデータの
入出力を行うオブジェクトを候補とする.しかし，これら
はデータファンクションに該当しない場合があるので，そ
れは適宜除外するものとする.

ファンクションタイプは，シーケンス図，コラボレーショ
ン図，ステートチャート図において，他のオブジェクトか
らのメッセージの号l数告と用いて対象となるデータファンク
ションの属性を変更するような動作を，ーヶ所で・も行って

いるならば内部論理ファイルとし，そうでなければ外部イ
ンターフェースファイルとする.
複雑さの判定は，レコード種類数とデータ項隠数で決定

される.レコード種類数は， UMLの記述からは判断でき
ないが，オブジェクト(クラス)単位で考えると一般的lこl
になるように作成される可能性が極めて高いため， 1と判
断する.データ項回数は，該当オブジェクトのクラスの属
性の数を元に判断する.派生クラスの場合は，基本クラス
の属性も含めて計算する.

4.2 トランザクションファンクション計測方針
IFPUG法でのトランザクションファンクションの抽出

ノレールは大まかに次のように決められている.
・計測君主界外と状況によって変わりうるデータの入出力

を行う処理である.
・ユーザにとって意味があり最小作業単位となる処理で

ある.
このノレールに従い，シーケンス図あるいはコラボレーショ

ン図内において，ヌ「ブジェクトと相互作用するシステムの
外にあるオブジェクトであるアクタと，データファンクショ
ンであるオブジェクトがメッセージのやり取りをしている
部分を抽出し，それらをトランザクションファンクション
とする.メッセージに引数がない場合はトランザクション
ファンクションとしない.
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ファンクションタイプの宇IJ別は，データファンクション
の更新の有無および出力されたデータ項自を比較すること
によって判別できる.
複雑さの判定は，データ項目数と関連ファイノレ数で決定

される.データ項目数はデータファンクションに入力ある
いは出力されるデータ項密の数であるため，入出力された
データファンクションの属性の数をど数える.関連ファイノレ
数は， トランザクションファンクションの処理中にデータ
が更新または参照されるデータファンクションの偲数であ
るため，その場面に登場しているデータファンクションの
数を数える.

5 まとめ
今後計浪IJ方針をより詳細に検討し， Rational Roseで作

成されたファイルから FPを自動的に求めるツールを試作
する予定である.自動化するにあたって， UMLの表記法
そのものではなく，そこに出現するクラス名やデータ名の
情報を判断材料にしている部分は，機械的に判断するのが
困難なため代替手段を検討する必婆がある.
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